
四
カ
月
、
静
養
に
努
め
て
元
気
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
再
三

発
熱
し
た
。
療
養
中
に
妻
が
銃
後
の
護
り
だ
と
、
私
の
出
征
中

の
こ
と
を
ボ
ツ
ボ
ツ
と
話
し
た
。「
無
事
に
帰
っ
て
来
た
か
ら

全
部
帳
消
し
で
す
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
恨
み
辛
み
を
。

出
征
の
翌
日
に
は
町
会
長
さ
ん
が
表
札
と
並
べ
て
出
征
兵
士

の
家
と
書
い
た
板
を
貼
り
つ
け
て
「
こ
れ
か
ら
は
何
で
も
言
っ

て
下
さ
い
」
と
言
葉
を
残
し
て
帰
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
町
内
の

仕
事
は
男
の
い
る
家
も
出
征
兵
士
の
家
も
均
等
割
で
し
た
。
な

ん
で
も
配
給
生
活
で
す
が
男
不
在
の
家
に
は
残
り
物
を
少
し
分

け
て
呉
れ
る
程
度
で
、
役
員
の
中
に
は
お
情
で
面
倒
を
見
て
る

と
い
う
よ
う
で
し
た
。
子
供
も
両
親
の
い
る
い
な
い
で
遊
ん
で

い
て
も
す
ぐ
解
る
位
で
、
可
哀
想
な
事
が
多
か
っ
た
。
毎
晩
子

供
に
添
い
寝
し
な
が
ら
「
今
頃
何
所
で
ど
う
し
て
い
る
か
」
と

思
い
な
が
ら
ウ
ト
ウ
ト
す
る
と
鶏
の
声
で
眼
を
醒
ま
し
朝
に
な

る
。
毎
晩
が
睡
眠
不
足
で
し
た
。

お
金
は
有
り
ま
し
た
が
、
金
で
物
が
買
え
な
い
時
で
す
。
親

か
ら
の
仕
送
り
（
食
物
）
と
子
供
を
連
れ
て
農
家
の
手
伝
い
に

行
き
、
米
や
い
も
等
を
貰
っ
て
ど
う
に
か
生
活
し
て
い
た
…
と

か
。
戦
場
で
は
私
が
生
命
が
け
だ
っ
た
。
家
で
は
妻
子
が
生
き

て
行
く
た
め
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
思
い
を
し
た
。
今
子
供
等
に
そ

う
し
た
悲
惨
な
こ
と
や
苦
労
の
こ
と
を
話
し
て
も
「
あ
、
そ
う
」

と
い
う
だ
け
だ
。

私
達
夫
婦
に
と
り
ま
し
て
は
、
長
い
人
生
の
中
で
、
一
番
恐

ろ
し
い
悪
夢
の
空
間
で
し
た
。
二
度
と
戦
争
の
な
い
平
和
を
祈

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
話
し
相
手
の
妻
も
、
先
年
帰
ら
ぬ
人
と

な
り
ま
し
た
。
私
の
後
か
ら
行
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
に
な
…
。

〔
話
の
途
中
に
も
、
終
わ
っ
て
か
ら
も
彼
の
目
に
光
る
も
の

を
二
、
三
度
見
た
。

〕

回

想
　 

福
島
県
　
伊
藤
司
　 

一
　
輸
送
船
乾
瑞
丸
轟
沈
記

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
の
朝
、
台
湾
の
高
雄
港
を
出

航
し
て
六
日
目
、
わ
が
乗
船
の
老
朽
輸
送
船
「
乾
瑞
丸
」
は
、

途
中
、
機
関
に
故
障
を
起
こ
し
た
た
め
に
、
船
団
主
力
か
ら
取

り
残
さ
れ
て
、
た
だ
一
隻
、
上
陸
地
点
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
北
サ



ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
を
目
指
し
て
南
下
中
で
あ
っ
た
。

私
は
、
船
橋
の
前
方
で
、
左
舷
近
く
の
上
甲
板
に
立
っ
て
、

進
路
の
左
方
に
見
え
る
緑
の
島
、
ル
ソ
ン
島
が
、
遠
か
ら
ず
わ

れ
わ
れ
の
戦
場
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
、
胸
の
高
鳴
り
を
覚
え

た
。突

如
、
九
時
二
十
分
ご
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
船
に
耳
を
つ

ん
ざ
く
よ
う
な
三
発
の
爆
発
音
が
連
続
し
て
起
こ
っ
た
。
最
初

の
二
発
は
、
船
橋
の
直
下
で
あ
り
、
最
後
の
一
発
は
船
首
の
近

く
で
あ
っ
た
。
足
元
を
揺
る
が
す
強
力
な
振
動
と
、
体
を
叩
き

つ
け
る
よ
う
な
黄
土
色
の
爆
風
で
体
は
宙
に
飛
ん
だ
。
敵
潜
水

艦
の
魚
雷
攻
撃
と
い
う
の
が
直
感
で
あ
っ
た
。
反
射
的
に
、
―

船
が
沈
む
、
直
ち
に
船
か
ら
退
避
し
な
け
れ
ば
―
、
と
い
う
思

い
が
頭
に
閃
い
た
。
見
る
間
に
、
船
は
大
き
く
右
に
傾
い
て
、

左
の
船
腹
が
大
き
く
露
呈
し
た
。
私
は
舷
側
を
力
一
杯
蹴
っ
て

海
中
に
飛
び
込
ん
だ
。
海
面
に
浮
か
び
上
が
っ
た
瞬
間
、
何
故

か
、
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。
振
り
返
っ
て
見
る
と
、「
乾
瑞
丸
」

は
船
首
を
高
く
し
、
船
体
の
大
半
は
海
中
に
没
し
て
い
た
。

珊
瑚
礁
の
海
岸
に
は
、
住
民
の
人
影
は
全
く
な
か
っ
た
。
太

陽
だ
け
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
い
て
い
て
、
や
け
に
暑
か
っ
た
。
岸

に
無
事
に
泳
ぎ
つ
い
た
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
着
の
み
着
の
ま
ま

で
、
全
く
の
丸
腰
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
傷
つ
い
た
仲
間

を
、
誰
彼
の
区
別
な
く
、
救
い
あ
げ
、
ま
た
漂
着
し
た
夥
し
い

数
の
遺
体
を
海
か
ら
引
き
あ
げ
て
、
所
属
隊
ご
と
に
分
別
す
る

こ
と
に
し
た
。
す
べ
て
の
者
が
、
と
う
に
、
時
間
の
観
念
を
失

っ
て
い
た
。

太
陽
が
沈
む
と
、
気
温
は
急
激
に
下
が
っ
た
。
海
水
に
浸
か

っ
た
衣
服
は
、
昼
間
は
乾
い
て
い
た
が
、
夜
に
入
る
と
ベ
ト
ベ

ト
し
て
き
て
気
持
ち
が
悪
か
っ
た
。
暗
闇
の
海
岸
の
あ
ち
こ
ち

で
、

九
死
に
一
生
を
得
た
者
達
が
集
ま
っ
て
焚
火
を
し
て
い
た
。

火
だ
け
が
赤
く
見
え
た
。
突
然
、
暗
闇
の
海
上
で
灯
が
点
滅
し

た
。
明
ら
か
に
信
号
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う

に
、
海
岸
線
の
黒
い
山
裾
か
ら
照
明
弾
が
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
上

が
っ
た
。
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ル
ソ
ン
島
上
陸
第
一
日

目
の
夜
を
、
不
気
味
な
中
で
、
食
う
物
も
無
く
、
眠
る
こ
と
も

で
き
ず
に
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
二
十
四
日
、
昼
少
し
前
、
第
二
大
隊
長
（
輜
重
兵
十
連
隊
、

米
倉
大
尉
）
が
部
下
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
で
救
援
に
来
て
く
れ

た
。
わ
が
隊
は
、
連
隊
長
（
鍋
島
大
佐
）
を
含
む
多
く
の
戦
友



と
、
軍
馬
、
武
器
、
弾
薬
、
糧
秣
、
医
薬
品
等
の
一
切
を
こ
の

海
没
で
失
っ
た
。
近
く
の
椰
子
木
立
の
中
で
、
遺
体
を
荼
毘
に

付
し
て
、
亡
き
戦
友
の
御
霊
の
平
安
を
祈
る
と
と
も
に
、
仇
敵

へ
の
報
復
を
堅
く
心
に
誓
っ
た
。

二
　
連
絡
係
将
校
余
話

「
師
団
主
力
は
、
カ
ラ
バ
リ
ョ
山
系
の
バ
レ
テ
峠
東
西
の
線

に
陣
地
を
占
領
し
、
敵
の
攻
撃
を
破
壊
す
る
。

」

こ
れ
が
、
わ
が
師
団
（
第
十
師
団
）
の
任
務
で
あ
っ
た
。
山
は

瞼
峻
、
密
林
に
覆
わ
れ
て
昼
な
お
薄
暗
い
地
帯
で
あ
っ
た
。
師

団
司
令
部
は
、
バ
レ
テ
峠
東
側
の
天
王
山
の
山
頂
近
く
に
あ
っ

た
。
わ
が
部
隊
（
輜
重
兵
第
十
連
隊
、
連
隊
長
相
沢
少
佐
）
の

主
力
は
、
バ
レ
テ
峠
の
東
北
、
約
四
キ
ロ
の
深
い
谷
地
、
大
和

谷
に
布
陣
し
て
い
た
。
私
は
連
隊
本
部
付
き
の
連
絡
係
将
校
と

し
て
、
毎
日
、
師
団
司
令
部
へ
命
令
受
領
に
行
く
の
が
主
な
任

務
で
あ
っ
た
。
司
令
部
で
は
、
参
謀
長
（
土
屋
少
将
）
や
各
参

謀
か
ら
、
各
隊
の
戦
闘
状
況
や
戦
況
の
変
化
に
対
処
す
る
方
途

が
説
明
さ
れ
、
陸
士
を
卒
業
し
て
、
日
な
お
浅
い
私
は
、
そ
れ

ら
を
聞
い
て
大
い
に
興
奮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
き
に
は
、
師
団
長
（
岡
本
中
将
）
に
も
間
近
か
で
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
方
主
任
参
謀
は
平
林
少
佐
で
、
私
が

陸
士
在
校
時
代
の
戦
術
教
官
で
あ
っ
た
が
、
直
接
の
御
指
導
は

受
け
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
十
五
日
、
独
立
歩
兵
第
十
一
連
隊
（
連
隊

長
津
田
大
佐
）
を
基
幹
と
す
る
津
田
支
隊
は
、
わ
が
師
団
に
配

属
と
な
り
、
防
衛
陣
地
の
左
翼
を
守
備
す
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ

ン
旧
道
鈴
鹿
峠
付
近
に
陣
地
占
領
を
着
手
し
た
。

平
林
参
謀
は
、
津
田
支
隊
の
布
陣
の
状
況
を
視
察
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
は
選
ば
れ
て
随
行
し
た
。
鈴
鹿
峠
一
帯
は
、
バ
レ

テ
峠
と
同
様
に
、
峻
険
、
密
林
の
地
帯
で
あ
っ
た
。
支
隊
本
部

で
連
隊
旗
手
の
深
山
少
尉
に
会
っ
た
。
彼
と
は
、
陸
士
校
の
同

期
、
同
中
隊
、
同
区
隊
、
同
寝
室
で
、
そ
れ
こ
そ
、
寝
食
を
と

も
に
し
て
き
た
仲
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
期
の
藤
崎
少
尉
も

お
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
奇
遇
に
驚
き
、
喜
ぶ
と
と
も

に
、
彼
は
「
俺
は
真
剣
に
考
え
た
。
自
信
は
あ
る
。

」
と
い
う

支
隊
の
陣
地
構
築
を
、
早
速
、
私
に
見
て
く
れ
と
急
き
立
て
て

き
た
。

わ
れ
わ
れ
二
人
は
山
の
中
を
一
緒
に
歩
き
回
り
な
が
ら
、

「
重
機
の
位
置
は
こ
こ
、
速
射
砲
陣
地
は
あ
そ
こ
」
と
陸
士
校

時
代
の
「
野
外
戦
術
」
の
演
習
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
論
じ
合



っ
た
。

こ
の
陣
地
は
、
三
月
十
日
、
砲
爆
撃
と
戦
車
支
援
の
下
に
進

攻
し
て
き
た
敵
の
攻
撃
に
よ
く
堪
え
て
、
密
林
内
か
ら
の
反
撃

と
ス
ペ
イ
ン
旧
道
東
方
に
配
備
し
た
砲
、
迫
の
有
効
な
射
撃
に

よ
っ
て
、
敵
に
甚
大
な
損
害
を
与
え
て
こ
れ
を
撃
退
し
た
こ
と

は
、
い
ま
な
お
戦
史
に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
深
山
少
尉
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
二
日
、
バ
レ
テ
峠
北

方
の
竜
山
で
戦
死
し
、
ま
た
、
藤
崎
少
尉
も
、
そ
の
前
日
の
六

月
一
日
に
バ
レ
テ
峠
で
戦
死
し
て
い
る
。




